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インタ ーネッ トと視覚障害者

一国内外の利用の現状と課穎―

炭應義塾大学閃境惜報学部 中根 雅文

はじめに

米 ゴア副大統領がNI I (National Information Infrastructure)、

いわゆ る梢報ス ーパーハイウェイ構想を提唱 して以来、 日本でもイ

ンタ ーネットが注目を梨めている 。 イ ンタ ーネ ッ トヘの関心が高 ま

るにつれ、マスコミでインタ ーネッ トが取り上げられることも増え

てきた。また、企業や個人がインターネットを利用するために必要

なサ ー ビスを提供する、大小のイ ンタ ーネット ・サー ビス ・プロバ

イダ(ISP) も増えてきて、個人も 含め たインターネ ッ トの利用者

が増大している。この報告では、脚光を浴びるインタ ーネットとは

どういう ものか、そして視覚障害者の インタ ーネット利用の現状と

今後について簡単にまと めてみ た。

インターネットとは

1.1 インターネットの仕組み

まず、簡単にインターネットとはどういうものかを説明しよう。

たとえば、あ る大学には大学全体で コンピュ ー タが100台あった

とする 。 そして、そのうちの50台は理学部の建物に、 30台は図書館

に、 残りの20台は学生が実習を行う部屋 にあったとする。普通、こ

ういった状況では、コンピュ ータはそれぞれ相互に接続されていて、

ネットワークを形成している。 この例では、理学部の50台が相互に

接続さ れて一つのネットワークを、図書館の30台が別のネットワ ー

クを、実習室の20台がさらに別のネットワークを形成しているとす
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る。しかし、これだけでは理学部の異なる研究室にあるコンピュー

タ間では通信ができても、理学部の研究室 にあるコンピュータと図

書館にあるコンピュータは通信ができず、たとえば図書館のコンピュ ー

タを使えば図書館の蔵書の検索ができるような場合に、研究室から

はこのサービスが利用できないことになってしまう 。そこで、理学

部のネットワークと図書館のネットワーク、さらに実習室のネット

ワークを相互に接続して、 図否館の コンピュータで提供されている

サービスを理学部の研究室か らも実習室からも利用できるようにし

たとしよう。この三つのネ ットワークが相互 に接続 されて、「大学

全体のネットワ ーク」という別のネットワ ークを形成したことにな

る。

このように、ネットワークとネットワークを接続してネットワー

クを作るというのが、インターネットの基本的な考え方である。っ

まり、世界中の各大学や企業の内部にあるネットワークを相互 に接

続してできあがるネットワークがインタ ーネ ットなのである。そし

て、「インターネットはネ ッ トワークのネットワークである」とよ

く表現されるのである。余談 になるが、インターネット ("Internet")

という 言葉 と国際的 ("International") という 言葉を比較してみる

と、“international’'は国 ("nation") と国との結びつきを表す言葉

であるのに対して、“internet"はネットワークとネ ッ トワークの結

びつきを表す言葉である 。

1. 2 インターネットの成り立ち

インターネットは元々アメリカの研究者たちが、 自分たちの持つ

情報やコンビ ュータ 資源を共有するために作った。そして、それが

全米、さらには世界中に広まったのである。インターネット上に存

在する情報は、共有するものであって利用するものではないと考え

ることができる。つまり、他人の提供する情報を利用する代わりに、

自分のもっている情報も提供する、という考えが存在する のである。
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インターネット上での情報の共有には大きな意義がある。たと

えば、同じテーマについての研究を行っている研究者同士が互いの

成果を共有することで、より円滑で無駄のない研究活動が期待でき

る。また、即時的なコミュニケーションをとることができるという

ことも大きな利点である。

このような経緯があるため、ごく最近まではインターネットの利

用は学術目的のものが主流であったが、ゴア米副大統領のNI I構

想提唱以来、問業目的の利用も爆発的に増加している。学術目的で

は主に研究に関わる梢報の交換などが行われているが、商業目的で

は、インターネットを広告媒体と考え、自社製品やサービスに関す

る情報を提供したり、インタ ーネット上で顧客からの問い合わせを

受けたり 、また商品の注文を受けたりという風に利用されているケー

スが多く見られる。

1. 3 インターネットでできること

インターネットに接続されているコンビュータを利用すると、多

くのことができるが、ここでは、そのうち代表的なものを紹介しよ

゜
．つ

電子メール

インターネットの最も碁本的で代表的な要素が、 E-mail（電子メー

ル）である。インターネットに接続されているコンピュータを利用

することができるならば、まずE-mailのやりとりはできるだろう。

E-mailとは、簡単に言えばワープロのような文書編集システムで作っ

たメッセージを、インターネットに接続されているコンピュ ー タの

利用者同士でやりとりするということである 。相手がインタ ーネッ

ト上のコンピュ＿夕を利用できる人であれば、世界のどこであろう

とメ ッセ ージのやりとりが可能である。

ネットニュース

インターネット上には、ネットニュースと呼ばれる、ちょうどパ
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ソコン通信でいう 電子掲示板のようなシステムがある。ネットニュー

スは議論される内容によって分類 され、世界中に読者がいる。 取り

扱われる話題は、コンピュータ関連は もとより、政治・ 経済 ・歴史 ・・

化学・趣味など多岐にわたる。すばらしい情報源となりうるが、情

報量が多いのでうまく取捨選択しないといけないというのも 事実 で

ある。

telnet 

telnetはインターネットに接続されている他のコンピュータヘア

クセスするための方法である。telnetを使って、データベースサー

ビスを利用できるようなケース も多い。

F T P (file transfer protocol) 

FTPは、イ ンタ ーネットに接続されている別の コンピュータと

の間で、ファイルのやりとりをするための方法である。たとえば、

FTPを利用することで、フリーソフトウェアのライプラリからファ

イルを手元に取り 寄せる ことが可能となる 。 インターネ ッ ト上には

多数のフリーソフトウェアや論文などの文書 データのライプラリが

存在し、入手することができるソフトウェアやデータの量 は莫大な

ものであるから、 FTPは一つの重要な機能であると言えるだろう。

gopher 

gopherは、メニュ ー形式で情報を提供する 、ンステムである 。 いろ

いろな団体がgopherによる情報提供をしている。ここでは、 Ameri-

can Foundation for the Blindが提供しているgopheりを例として紹

介しよう。図 1は、 AFBのgopherのメインメニューである。メ

ニュー項目の後ろにスラッ シュ (“/’')がついているものは、この

項目の下にさらにメニューがあることを示している。

* 1 URLはgopher: // gopher. afb. org : 5005/ 
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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